
メイプル会計は社会福祉協議会様の会計実務に合った主な機能を装備しています。 
１．伺い伝票など多くの伝票形式を装備しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．社会福祉会用勘定科目体系を標準で装備しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．内部管理用にサービス区分をさらに細分化した部門の設定が行えます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

予算差引の表示ができます。 

拠点ごとに設定できる捺印名が設定できます。 

部門 

伝票タイトルも自由に設定できます。 



 このような事業区分－拠点区分－サービス区分－部門の管理に対応できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．予算原案が作成できます。財源内訳も表示できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社会福祉法人 

社会福祉事業 公益事業など 

本部拠点 ○○拠点 

法人運営 

基金運営 

市補助金事業 

○○基金運営事業 
□□基金運営事業 

ふれあいまちづくり運営事業 
地域福祉活動事業 

事業区分 

拠点区分 

サービス区分 

部門 

財源内訳 



５．決算見込書が作成できます。次年度予算と同時表示で予算根拠となります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
メイプル会計のチャレンジその１ 
当初予算書の内部取引相殺消去 
 予算書の書式について書かれた資料や文献は少ないようです。財務諸表の１号の資金収支計算書では 
 予算額を表示して決算額と対比しています。この場合内部取引は相殺消去されます。その時の予算額 
 表示はどのようにすれば良いのでしょうか。当然決算額は相殺消去されるため、対比する場合は内部 
 取引予算も相殺されるべきと考えられます。 
 しかし、予算を理事会にかける時は、当然内部取引も予算化し承認が必要と考えます。決算時の財務 
 諸表と予算書の金額が異なることとなります。 
 メイプル会計では、予算書の内訳書に相殺消去欄を設けて内部取引の金額を表示するようにしました。 
 それにより、理事会の説明も行いやすく財務諸表の予算合計金額の違いもわかりやすくなります。 
 
 
 
 

現予算 実績集計 

決算見込額 
残期間の見込額 

決算摘要文 次年度当初予算 次年度当初予算摘要文 



 
 財務諸表と予算書の関係 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１号の１様式 

１号の２様式 

予算額も相殺消去 

当初予算書と異なる 

次ページへ 



 
  当初予算書に内部取引消去金額を表示して理事会で承認すれば、決算時の財務諸表金額と同じになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内部取引が消去された予算額 

内部取引見込を消去 

財務諸表と同額の予算 


